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　当金庫は、本店を深川市に置き、北空知地域を中心に、旭川市、滝川市、札幌市等周辺の10市13町を事業区域として、地元
の中小企業者や住民が会員となって、お互いに助け合い、お互いに発展していくことを共通の理念として運営されている相
互扶助型の金融機関です。
　地元のお客様からお預かりした大切な資金（預金積金）は、地元で資金を必要とするお客様に融資を行って、事業や生活
の繁栄のお手伝いをするとともに、地域社会の一員として地元の中小企業者や住民との強い絆とネットワークを形成し、地
域経済の継続的発展に努めております。
　また、金融機能の提供にとどまらず、文化、環境、教育といった面も視野に入れ、広く地域社会の活性化に積極的に取り組
んでおります。

地域貢献

■当金庫の地域経済活性化への取組みについて

※計数は、令和3年3月末現在

お客様
会　員

〈預金積金〉
〈出資金〉

● 会員数：9,216人
● 出資金：368百万円
● 預貸率：53.44％

〈貸出金〉
〈支援サービス〉

北空知
信用金庫
常勤役職員数：82人
店舗数：14店

取引先への支援等
（地域とのつながり）

異業種交流会アクセス
信和会・年金友の会

うち北空知地区

【98,590百万円】
（地域シェア：65.81％）

預金に関する事項
（地域からの資金調達の状況）

譲渡性預金含
139,728百万円

うち北空知地区

【26,167百万円】
（地域シェア：55.40％）

貸出金（運用）に
関する事項

（地域への資金供給の状況）

74,676百万円

その他運用に
関する事項
（貸出金を除く）

69,166百万円

今期決算に関する事項
〈経常利益〉 428百万円　〈当期純利益〉 298百万円

　当金庫は、「持続可能な開発目標」（ＳＤＧｓ）の視点を取り入れた経営を事業の柱に掲げ、地域社会の課題解決を通じて
地方創生と持続可能な地域社会の実現を図るべく様々な活動を展開してまいります。

北空知信用金庫　SDGs（持続可能な開発目標）の取組み

≪SDGsとは≫Sustainable Development Goals 持続可能な開発目標
「誰一人取り残さない」という基本理念のもと、持続可能でよりよい社会の実現を目指す世界共通の目標。2015年9月の国連サミットに
おいて掲げられました。
2030年を達成年限とし17のゴール（目標）と169のターゲットで構成されています。

献血運動

エコ通帳
カーボン
オフセット通帳

クールビズ
ウォームビズ

産学官金
連携活動

各種スポーツ大会
の主催

クリーン運動

ふるさと
振興基金

SDGs
応援定期預金
（医療機関寄付型）

locus
フィールドスタディ

異業種交流会
アクセス

地域自治体との
連携

■きたしんＳＤＧｓ宣言

　北空知しんきんは、地域に根ざした信用金庫として、地元の各種行事へ職員が積極的に参加し、地域の人々との関係をさ
らに深めていくよう努めています。
　また、「献血運動」、「クリーン運動」、「ふるさと振興基金表彰」の活動など、地元企業や住民との強い絆を形成し、文化、教
育、環境保全などに資するさまざまな地域での活動に継続して取組んでいます。
　また、地域スポーツ振興に寄与すべく、金庫職員によるチームを結成して、各種スポーツ大会への参加を行っています。ま
た、平成28年度より「北空知しんきん杯中学校新人野球大会」や「バドミントン大会」、「ミニバレーボール大会」の開催を行っ
ております。

寄贈先：北空知管内1市6町の小学校・中学校・高校の児童・生徒、及び
大学の学生

場　所：深川市及び各町、深川市内各高校・大学
※創立70周年の記念事業及び新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め「抗菌マスクケース」を10,000枚作成。北空知管内1市6町の小学
校、中学校、高校の児童・生徒、及び大学の学生向けに寄贈。

令和2年度 きたしん「ふるさと振興基金」受賞者
・大　賞　　　　　　　　　　　：沼田町産直グループ愛菜ママ（沼田町）
・きたしん産業技術部門賞　　　：大黒屋菓子舗（妹背牛町）

：株式会社そばの坂本（幌加内町）
・きたしんふるさと活性化部門賞：雨竜まち灯り実行委員会（雨竜町）

：JAきたそらち女性部多度志支部加工
部会こまめ会（深川市）
：沼田町産直グループ愛菜ママ（沼田町）

・きたしん文化部門賞　　　　：深川市一已バトルス野球少年団（深
川市）

 ：音江イルム太鼓（深川市）
 ：深川中学校吹奏楽部（深川市）
・審査員特別賞　　　　　　　：碧水支え合いの会（北竜町）

■地域貢献活動への取組みについて

主な地域活動

文化・社会的貢献活動

● 企業再生支援
● 事業承継個別相談会の開催
● 年金、ローン相談会の開催
● 地域経済情報誌の発行
● 異業種交流会(アクセス)及び信和会を通じての地域活動
● 終活マルシェへの協賛及び参加

● クリーン運動の実施
● 各地域のお祭り・イベントへの参加
● 地域スポーツ振興行事への参加
● 献血運動
● ふるさと振興基金表彰
● 社会福祉奉仕活動

◆第21回クリーン運動
（令和2年6月15日実施）

◆創立70周年記念事業～「抗菌マスクケース」の寄贈～
(令和2年8月31日～令和2年9月3日実施)

◆ふるさと振興基金表彰式
(令和3年3月24日実施)

◆第18回献血運動
(令和2年10月1日実施)
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